
※平成23年度に実施した事業を評価しています

56 - 23 - 03 - 00 予算事業名

会計 10 款 06 項 01 目 05

１．事業の位置付けと関連計画等

第三次川越市総合計画後期基本計画における位置付け 位置付けなしの場合
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２．事業の目的と概要

３．実施にかかるコストと実績 (単位:千円)
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※24年度、25年度の事業費、人件費は見込額

４．成果指標・活動指標による分析 ※臨時職員の給与も、人件費に含みます。

活動 ：中心指標 単位

活動 人

活動 人

活動 人

活動 人

５．事業の実施を通じた分析・評価

平成24年度　事務事業評価シート

事務事業名称 農業ふれあいセンター運営管理事業 継続

コード 農業ふれあいセンター運営管理

担当部署 産業観光部 農政課 経営普及担当 予算事業コード

法令による実施義務 義務ではない

基本目標(章) にぎわいに満ち、活力あふれる産業を育てるまち 根拠となる法
令、条例等

川越市農業ふれあいセンター条
例方向性（節） 地域経済の活性化と産業振興

施策 農業の振興 個別計画等の
名称

川越市農業振興計画
細施策 市民ニーズへの対応と流通の多様化の推進

事業の目的
（誰・何を対象に、何のた
めに実施するのか）

市民が農業体験を通じて農業に対する理解を深めるとともに、農業関係者に研修の場を提供することなどに
より、その資質の向上を図る。

事業の概要
（活動内容、実施手段・

方法など）

市民を対象とした「体験農業」や「川越れんげまつり」などの農業祭、伝統食文化に対する関心を高めるため
の「伝承学級」の実施など。多目的ホールなどの貸館業務も行っている。

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

16,827 17,000

予算額 21,548 20,051 23,243 16,306 16,827

29,600 29,600 29,600 29,600

事業費 20,653 17,998 24,785 15,108

29,600

総コスト（Ｃ＝Ａ＋Ｂ） 50,253 47,598 54,385 44,708 46,427 46,600

人件費 29,600

正規職員（1年間の従事人数） 4.00人 4.00人 4.00人 4.00人 4.00人 4.00人

臨時職員（1年間の従事人数）

その他特定財源 6,819 3,727 3,493 3,739 3,774 3,774

国県支出金

市の財政負担（＝Ｃ－Ｄ－Ｅ） 43,434 43,871 50,892 40,969 42,653 42,826

20年度 21年度 22年度 23年度 指標の定義

利用者数 81,675 84,054 46,096 43,371
農業ふれあいセンターを利用した
人数

体験農業利用者数 1,391 1,020 984 936
トウモロコシの収穫体験など農業
体験に参加した人数

農業祭来場者数 28,100 13,000 4,500 1,700
川越れんげまつり、農業ふれあい
センターまつり来場者数

農業ふれあいセン
ター施設利用者数

39,244 37,312 32,328 33,505
多目的ホール、研修室等農業ふ
れあいセンター館内利用者数

中心指標の考え方 本事業は、活動指標を中心に評価する。

指標に基づく評価
平成２０年度に策定した農業振興計画では１０万人の利用者数を目標としている。平成２０年度と比較して平
成２３年度の利用者は大きく減少しているが、平成２２年度に農業祭の集計方法を変更したことが原因と考え
られる。今後は、市民ニーズに合った事業と効果的なＰＲを行う必要がある。

⑴　現在の課題と状況 有効性に課題

当施設は、市内で唯一の市民向け農業施設であり、農業に関する環境が厳しい今日にこそ必要な施設と考えている。施設の老朽化
等、解決しなければならない問題点もあるが、今後も少量多品種栽培講習会等新たな事業を企画し、施設の充実に努めていきたい。

市民の「農」とのふれあいのための、「収穫体験」や「市民農園」などについて好評を得ている。しかし、農業者の資質向上に向けた取り
組みが不足し、貸館も主に卓球等の多目的ホールの利用が目立つ。今後、農業者の営農をサポートするような事業が必要である。

⑵　比較参考値（他市での類似事業の例など）

⑶　事業を廃止・縮小したときの影響

農業者の資質向上のための事業の必要性があり、今後充実するべきと考える。また、収穫体験などは抽選になるほど人気があり、事
業は廃止するべきではない。、なお、卓球などレクレーション利用のための貸館業務などの一部業務は、廃止・縮小による本市農業振
興への影響はないと考える。

⑷　所属長自己評価（今後の方向性） 改善（見直し）



年度 目標値

活動 人 46,000 30 50,000

活動 人 1,000 30 1,200

活動 人 3,500 30 5,000

活動 人 36,000 30 40,000

事務事業評価シート補足資料　「農業ふれあいセンター運営管理事業」

　農業ふれあいセンターは、平成元年のオープン以降、川越市の農業の拠点施設と
して多くの役割を担ってきました。
　農業の就労者が高齢化し、農業後継者不足が深刻な問題となっている中、今後当
施設に求められる役割は増えていくことが予想されます。
　また、当施設は、市内で唯一の市民向け農園施設であり、今後市民農園の需要等
は増えていくと考えております。

将来的な目標

農業祭来場者数

24年度
目標値

事
　
業
　
費
　
内
　
訳

平成22年度

平成23年度

253,500円
949,841円

3,530,764円
1,109,130円

491,360円
2,350,719円
6,529,786円
7,948,500円

900,000円
722,215円

24,785,815円

報償費・報償金（営農相談員謝金、講座謝金等）
需用費・消耗品費（農業体験用種子・苗・肥料等、センター運営消耗品等）
需用費・光熱水費(電気・水道料）
需用費・修繕料（受変電設備修繕等のセンター設備修繕）
役務費・手数料（浄化槽汚泥引抜手数料等）
委託料・業務委託料（センター除草等業務委託料等）
委託料・業務委託料（夜間管理・清掃業務等センター施設管理委託他）
負担金（れんげまつり・農業ふれあいセンターまつり事業負担金）
その他
  　　　　　　　　　　   　   計

251,500円
825,110円

3,168,697円
910,088円
616,010円

2,351,580円
5,821,902円

400,000円
763,272円

15,108,159円

報償費・報償金（営農相談員謝金、講座謝金等）
需用費・消耗品費（農業体験用種子・苗・肥料等、センター運営消耗品等）
需用費・光熱水費(電気・水道料）
需用費・修繕料（多目的ホール他雨漏り等のセンター設備修繕）
役務費・手数料（浄化槽汚泥引抜手数料等）
委託料・業務委託料（センター苑地管理業務委託料等）
委託料・業務委託料（夜間管理・清掃業務等センター施設管理委託他）
負担金（れんげまつり・農業ふれあいセンターまつり事業負担金）
その他
　　　　　　　　　　　　 　　計

284,000円
782,000円

3,480,000円
2,080,000円

548,000円
1,938,000円
6,062,000円

760,000円
893,000円

16,827,000円

農業ふれあいセンター施設利用者数

報償費・報償金（営農相談員謝金、講座謝金等）
需用費・消耗品費（農業体験用種子・苗・肥料等、センター運営消耗品等）
需用費・光熱水費(電気・水道料）
需用費・修繕料（多目的ホール電灯盤修理等のセンター設備修繕）
役務費・手数料（浄化槽汚泥引抜手数料等）
委託料・業務委託料（センター除草等業務委託料等）
委託料・業務委託料（夜間管理・清掃業務等センター施設管理委託他）
工事請負費（旧戸田住宅（伊佐沼庵）屋根改修工事
負担金（れんげまつり・農業ふれあいセンターまつり事業負担金）
その他
　　　　　　　　　　　　　　計

各
指
標
の
目
標
値

利用者数

単位

平成24年度

体験農業利用者数

成果指標と活動指標



 部  屋  名 区分 利用件数 利用人数 使用料

研修室兼視聴覚室 団体 178 7,228 98,500

会　議　室 団体 203 3,219 119,600

団体 110 1,683 51,400

個人 279 1,394 180,600

小計 389 3,077 232,000

和　　　室 団体 123 3,063 118,100

団体 1,002 22,134 1,952,800

個人 142 457 62,650

放送設備

小計 1,144 22,591 2,022,650

営農研究室 団体 7 66

団体 1,623 37,393 2,340,400

個人 421 1,851 243,250

放送設備 7,200

2,044 39,244 2,590,850

緑地広場 団体 292 9,785

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 〃 130 1,155

イベント 〃 2 28,100

424 39,040

12 3,391

2,480 81,675 2,590,850

※　市民農園利用者及び直売所･伊佐沼庵利用者を除く

平成20年度　農業ふれあいセンター利用状況一覧表

農産加工室

計

計

主催事業(青空市を含む）

合　　　　　計

多目的ホール

館　内　計



 部  屋  名 区分 利用件数 利用人数 使用料

研修室兼視聴覚室 団体 183 7,225 139,400

会　議　室 団体 191 3,135 121,600

団体 82 1,395 42,400

個人 317 1,322 202,300

小計 399 2,717 244,700

和　　　室 団体 144 3,022 120,600

団体 835 20,527 1,789,600

個人 152 545 54,250

放送設備 4,400

小計 987 21,072 1,848,250

営農研究室 団体 11 141

団体 1,446 35,445 2,213,600

個人 469 1,867 256,550

放送設備 4,400

1,915 37,312 2,474,550

緑地広場 団体 340 7,750

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 団体 121 992

イベント(産業博含) 団体 3 35,000 産業博22,000人

464 43,742

6 3,000

2,385 84,054 2,474,550

※　市民農園利用者及び直売所･伊佐沼庵利用者を除く

主催事業(青空市を含む）

平成21年度　農業ふれあいセンター利用状況一覧表

農産加工室

館　内　計

合　　　　　計

多目的ホール

計

計



 部  屋  名 区分 利用件数 利用人数 使用料

研修室兼視聴覚室 団体 174 5,568 145,800

会　議　室 団体 180 3,304 106,800

団体 87 1,554 46,600

個人 307 1,184 190,050

小計 394 2,738 236,650

和　　　室 団体 166 3,344 145,200

団体 766 16,698 1,576,650

個人 143 520 48,600

放送設備 2,800

小計 909 17,218 1,628,050

営農研究室 団体 9 156

団体 1,382 30,624 2,021,050

個人 450 1,704 238,650

放送設備 2,800

1,832 32,328 2,262,500

緑地広場 団体 331 7,503

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 団体 101 1,126

イベント 団体 2 4,000

434 12,629

12 1,139

2,278 46,096 2,262,500

※　市民農園利用者及び直売所･伊佐沼庵利用者を除く

合　　　　　計

多目的ホール

計

計

平成22年度　農業ふれあいセンター利用状況一覧表

農産加工室

館　内　計

主催事業



 部  屋  名 区分 利用件数 利用人数 使用料

研修室兼視聴覚室 団体 161 5,107 140,600

会　議　室 団体 199 3,673 131,200

団体 96 2,155 83,600

個人 321 1,332 212,600

小計 417 3,487 296,200

和　　　室 団体 177 3,560 156,900

団体 811 17,112 1,718,200

個人 117 391 38,250

放送設備 6,000

小計 928 17,503 1,762,450

営農研究室 団体 10 175

団体 1,454 31,782 2,230,500

個人 438 1,723 250,850

放送設備 6,000

1,892 33,505 2,487,350

緑地広場 団体 305 6,040

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場 団体 47 1,043

イベント 団体 1 1,700

353 8,783

11 1,083

2,256 43,371 2,487,350

※　市民農園利用者及び直売所･伊佐沼庵利用者を除く

合　　　　　計

多目的ホール

計

計

平成23年度　農業ふれあいセンター利用状況一覧表

農産加工室

館　内　計

主催事業










